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図 4-4 史跡由義寺跡の仮整備の造成横断図(１)  
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図 4-5 史跡由義寺跡の仮整備の造成横断図(２)  
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図 4-6 史跡由義寺跡の仮整備の造成横断図(３)  
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図 4-7 史跡由義寺跡の仮整備の造成横断図(４)  
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（１）現状 

本市ゆかりの称徳天皇や道鏡への関心は以前から高く、「道鏡を知る会」などの市民

団体を主体とした活動が行われていた。そして、平成 29 年（2017）２月の由義寺の発

見を契機として、由義寺に関する多様な活用が市内外で展開されるようになった。 

活用に関する現状の取り組みについて、その活用内容を「史跡由義寺跡の本質的価値

の活用」、「歴史資産としての活用」、「地域の魅力を創出する空間としての活用」に分け

て整理する。 

 

①史跡由義寺跡の本質的価値を活用した取り組み 

史跡由義寺跡の本質的価値を活用した取り組みとして、由義寺への関心の高まりに伴

い、由義寺に関するシンポジウムや講演会、展示会などを中心に市内各所で行われてい

る（表 4-2）。 
表 4-2 本質的価値を活用した取り組み 

取り組み 主体 時期 

発掘調査現地説明会及び出土品速報展 
文化財課、（公財）八尾市文化

財調査研究会、歴史民俗資料館 

2016 年９月、 

2017 年２・８月 

由義寺発見の速報展示と関連図書等の紹介 
山本図書館／八尾図書館／龍

華図書館 

2017 年２～３月 

2017 年 10～11 月

/2017 年３月・ 

2018 年４～９月

/2017 年 12 月 

由義寺発見の案内板を設置 文化財課 2017 年 11 月 

読書週間講演会「由義寺と仏の都～塔跡の

発見からみえてくる古代国家～」／「道鏡

の権威・権力と由義宮の造営」 

山本図書館／志紀図書館 2017 年 11 月 

文化講演会「まぼろしの由義寺の塔 発見」 八尾市郷土文化推進協議会 2017 年 11 月 

七重塔・歌垣の復元イメージ画の制作 

（作画：早川和子氏・協力：箱崎和久氏） 
文化財課 2017 年 12 月 

資料館歴史講座「奈良時代を学ぼう！なぜ

由義寺が建てられたのか」 
歴史民俗資料館 2018～2019 年 

普及冊子「由義寺の塔の物語」の刊行 文化財課 2018 年６月 

国史跡由義寺跡指定記念シンポジウム／シ

ンポジウム記録集の刊行 
文化財課 

2018 年 10 月 

/2019 年 10 月 

ミニ展示 特集 東弓削遺跡 埋蔵文化財調査センター 2018 年４～６月 

講演会「古代の弓削地域と由義寺・由義宮」

／「称徳天皇と仏都造営」 
曙川出張所 

2019 年３月 

/2020 年１月 

展示会「史跡由義寺跡出土瓦の展示」 文化財課 
2019 年３・４・９ 

2020 年１月 

国史跡指定記念特別展「由義寺発見！」 歴史民俗資料館 2019 年 10～11 月 

 

第２節 活用 
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図 4-8 普及冊子「由義寺の塔の物語」(左)と国史跡由義寺跡指定記念シンポジウム(右) 

 

②歴史資産としての活用の取り組み 

由義寺の発見を契機として、これを本市の歴史資産として位置付け、由義寺と関連す

る道鏡や称徳天皇などを素材として幅広い活用が行われている（表 4-3）。 

 
表 4-3 歴史資産として活用した取り組み 

 
 

取り組み 主体 時期 

秋季企画展『小説「弓削道鏡～道鏡がみつ

めた河内～』 
今東光資料館 

2017 年９月 

～2018 年３月 

つくりもん祭り（「発見！七重の塔」の製

作） 
八尾木民芸つくりもん保存会 2017 年 9 月 

講演会「弓削道鏡の仏教と由義寺」 まちなみセンター 2017 年 10 月 

西京の周辺を歩く 八尾市郷土文化推進協議会 2017 年 12 月 

歴史ハイキング「称徳天皇と道鏡ゆかりの

地を歩く－奈良・平城編－」 
歴史民俗資料館 2018 年５月 

資料館歴史講座「道鏡と奈良仏教」全６回 歴史民俗資料館 
2018 年 10 月 

～2019 年３月 

道鏡ウィーク in 八尾（トーク、グルメ、まち歩

き、縁日、クイズ、スタンプラリー、作文教室、落語、

講談、歌「みんなの道鏡さん」 など） 

政策推進課 2019 年３月 

シンポジウム「いにしえの由義寺跡から」 

（動画、プロジェクトマッピング、影絵物語、講演会） 
八尾ライオンズクラブ 2018 年３月 

市民会議報告書／歴史資産のまち‘やお’

推進のための基本的な考え方 
文化財課 2019 年３月 

Yaomania 特集「歴史発掘：道鏡の実像」 （一社）八尾市観光協会 2019 年３月 

道鏡落語 八尾菊花ライオンズクラブ 2019 年６月 

やおサイクリングマップ（南東コース） （一社）八尾市観光協会 2019 年９月 
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図 4-9 歴史資産のまち‘やお’推進のための基本的な考え方(左)と道鏡ウィークちらし(右) 

 
③地域の魅力を創出する空間としての活用 

由義寺の塔跡が発見されたことにより、新たに史跡指定地になった範囲は、地域の魅

力ある空間としての活用が求められる。仮整備により基壇の発見地の一部を開放し、現

地の顕彰に努めているが、見学等を除く現地の活用は行われていない。史跡由義寺跡の

本質的価値を顕在化させるための本格的な史跡整備は、今後の検討が必要である。 

史跡指定地は、周辺の道路及び鉄道からのアクセス等の利便性がよく、区画整理事業

に伴い新しいまちづくりが進められており、宅地開発によって周辺地区の人口増加が想

定される。 

 

 

（２）課題 

実効性のある活用を促すために、「学校教育」、「社会教育」、「地域」といった対象を

明確にした活用を推進することが求められる。 

 

①史跡由義寺跡の本質的価値を伝える活用の継続 

史跡由義寺跡の本質的価値を伝えるために行われてきたシンポジウムや講演会等を

継続的に行い、普及啓発の推進に努める必要がある。また、今後の調査研究の成果を踏

まえつつ、その成果等を正確かつ分かりやすく情報発信する必要がある。 

そのためには、「学校教育」、「社会教育」、「地域」など対象ごとに活用方法の検討が

求められる。 
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②歴史資産としての活用の推進 

由義寺に結びつけやすく、わかりやすいキーワードである「道鏡」や「称徳天皇」を

素材とした活用を市民等と協働しながら継続的に展開し、由義寺への親しみやすさを醸

成することが求められる。「歴史資産のまち‘やお’推進の基本的な考え方」に基づき、

「学校教育」、「社会教育」における積極的な活用や「地域」の歴史資産として、まちづ

くりに寄与できるような活用を推進する必要がある。 

また、史跡指定地は、歴史資産のネットワーク構築における拠点として、ゲートウェ

イ機能（史跡間をつなぐきっかけ・役割）を持たせることが肝心である。今後、周辺史

跡との周遊コースを設定するなど、広域的な活用にむけての検討が必要である。 

 
③地域の魅力を創出する空間としての活用の検討 

塔基壇の発見による史跡指定によって生み出された場所で、今後の活用によって魅力

ある空間になりうることから、「学校教育」、「社会教育」、「地域」の対象ごとの活用方

法を検討する必要がある。特に、将来の史跡整備では、地域における利用を視野に入れ

た活用のあり方を検討することが重要である。 

 
表 4-4 活用に関する現状・課題の対応 

現状 課題 

①史跡由義寺跡の発見を

契機として、本質的価値を

活用した様々な取り組み

が市内外で実施されてい

る。 

①史跡由義寺跡の本質的価値を伝える活用の継続 

・現地及びその他施設を活用した本質的価値の普及啓発の推進 
・「学校教育」、「社会教育」、「地域」など対象ごとの本質的価値

を伝える活用の推進 
・調査研究の成果の継続的な普及啓発 

②「道鏡」や「称徳天皇」

を素材とした広がりのあ

る取り組みが市内外で行

われている。 

②歴史資産としての活用の推進 

・「歴史資産のまち‘やお’推進の基本的な考え方」に基づいた

活用の推進 
・「道鏡」や「称徳天皇」を素材として、由義寺への親しみ、理

解を醸成 
・歴史資産のネットワークを構築する拠点としてゲートウェイ

機能を持たせた活用の推進 

③地域の魅力を創出する

空間として史跡指定地の

活用が求められている。 

③地域の魅力を創出する空間としての活用の検討 

・「学校教育」、「社会教育」、「地域」の利用主体ごとの活用方法

の検討 
・地域での活発な利用を視野に入れた魅力ある空間としてのあ

り方の検討 
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（１）現状 

 

①保存のための整備に関する現状 

史跡由義寺跡の本質的価値を構成する要素となる地下の遺構・遺物を保存するための

整備は完了している。 

 

   
図 4-10 史跡指定地の仮整備後の現況 

 

②活用のための整備に関する現状 

史跡指定地は仮整備の状態にあるが、史跡標識や塔の説明板、フェンス等の設置（図

3-3・3-4）を行い、将来の史跡整備までの間、来訪者や地域への周知に努めている。し

かし、現状は史跡指定地内には、日常的に立ち入りはできない。 

そのため、本質的価値を伝える遺構復元や活用拠点となる施設、史跡指定地にアクセ

スするための案内板等の整備は、将来の史跡整備計画で検討することになる。 

 

（２）課題 

保存のための整備は、地下の遺構・遺物の保存を目的とした盛土造成工事によって完

了している。そのため、活用のための整備についての課題を整理する。 

 

①本質的価値を伝える整備 

史跡指定地は、日常的に公開はされていないが、暫定的な公開を行うことで、史跡由

義寺跡の本質的価値を継続的に伝える必要がある。 

そして、将来の史跡整備にあたっては、由義寺の復元整備等を行い、その本質的価値

を、分かりやすく視覚的に伝えるため、発掘調査や既往の調査研究の成果を踏まえ、学

識経験者や文化庁等の意見をもとに、塔基壇跡の復元などの整備方法を検討する。 

また、史跡由義寺跡の本質的価値を補完できるよう、出土遺物の収蔵保管及び展示公

開のため、ガイダンス施設の設置やその機能、展示等の方針などのあり方を検討する。 

 

第３節 整備 
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②歴史資産の活用拠点としての整備 

本市の歴史資産のネットワーク拠点として魅力ある整備を進めるために、快適に史跡

を見学できる広場や便益施設等の整備を検討する。 

また、史跡指定地及び周辺地域においては、最寄り駅（ＪＲ志紀駅・近鉄恩智駅）か

ら史跡由義寺跡へアクセスするための案内板や方向サイン等を設置する必要がある。 

 

③地域の魅力ある空間の創出のための整備 

平成 29 年度（2017）及び平成 30 年度（2018）の歴史資産のまち‘やお’推進市民

会議等における由義寺の活用、整備のアイデアを活かし、地域の憩いの場として、また

地域の魅力を高める空間となるような整備方法を検討する。 

 

表 4-5 整備に関する現状・課題の対応 

現状 課題 

①保存のための整備 
盛土造成工事によって地下の遺構・遺物

を保存するための整備は完了している。 
地下の遺構・遺物の保存管理を適切に進める。 

②活用のための整備 
仮整備として、史跡標識や塔基壇の発見

地である説明板の設置等を行い、史跡整

備までの来訪者、地域への周知に努めて

いる。史跡整備完了までは暫定的な公開

を継続的に行う。 
将来の史跡整備に向けた具体的な内容を

検討する必要がある。 

①本質的価値を伝える整備 

・発掘調査や既往の調査研究の成果、学識経験者

や文化庁等の意見をもとに、塔基壇の復元など

の整備方法を検討 

②歴史資産の活用拠点としての整備 

・歴史資産のネットワーク拠点となる整備 
・快適に史跡見学できる広場や便益施設等の整備 
・最寄り駅から史跡由義寺跡へアクセスするため

のサイン等の整備 

③地域の魅力ある空間の創出のための整備 

・地域の憩いの場となるような整備の検討 
・地域の魅力を高めることができる整備の検討 
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（１）現状 

由義寺の発見を契機として、様々な団体により由義寺及び関連する称徳天皇や道鏡に

関する講演会や史跡ハイキングなどの中で、活発な活用の取り組みが行われるようなっ

た。市民や地域等のこれまで潜在的であった称徳天皇や道鏡への関心の高さが顕在化し

た。また、市民会議での活発な議論にみるように、由義寺をめぐるストーリーは活用方

法において自由な発想を得やすいことがわかる。 

この市民や地域等の関心の高さを集約するため、今後、史跡指定地を拠点として、彼

らが自発的に史跡由義寺跡を保存活用できるような体制が必要である。 

また、本市が組織している八尾市史跡保全活用ボランティアについても活動の場の１

つとして史跡由義寺跡を位置づけた、さらなる組織の運用が求められる。 

 

（２）課題 

 

  史跡由義寺跡における保存活用の体制づくり 

史跡由義寺跡は新たに史跡になったもので、保存活用の体制の構築はこれからである。 

保存管理及び整備の主体者である八尾市と、活用の主体者となる教育関係者や市民、

地域等が連携し、快適な史跡環境の維持向上や、市民協働による保存活用の体制のあり

方を検討するとともに、その体制づくりの支援を行う必要がある。 

 

表 4-6 保存活用のための運営・体制に関する現状・課題の対応 

現状 課題 

史跡由義寺跡を保存活用する運営方法及び体

制のあり方の検討が必要である。 

史跡由義寺跡における保存活用の体制づくり 

 

・保存管理、整備の主体者である八尾市と、

活用の主体者となる教育関係者や市民・地

域等が連携した活用体制の構築 

 

第４節 保存活用のための運営・体制 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




